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議案第93号 補足説明資料（建設部）
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これまでの経過

Ｒ2年 7月 豪雨災害により被災（7/24～7/29）
Ｒ2年 8月 A1、A2橋台の地質調査業務を発注（10月完了）
Ｒ2年10月 橋梁予備設計業務を発注（12月完了）
Ｒ2年11月 査定にて、全橋架け替え復旧計画が認められる
Ｒ2年12月 新橋P1橋脚の地質調査業務を発注（3月完了）
Ｒ3年 1月 旧橋撤去工事を発注（5月完了）

橋梁詳細設計業務を発注（6月完了）
Ｒ3年 8月 新橋架設工事を発注（本件）
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